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【研究の背景・目的】 

＜海洋酸性化問題：二酸化炭素に関連したもう一

つの地球環境問題＞ 

 大気中の二酸化炭素濃度（PCO2）は産業革命以

前の 280ppm から 380ppm まで増加している。これ

により地球温暖化問題に至るという道筋はプロセ

スが複雑なため議論が多い。現在、人為起源の CO2
の約 30%が海洋に吸収されている。CO2は酸性気体

なので、海洋の表層水の平均 pHは産業革命以前の

8.17 から現在 8.06 と下がってきている。海洋酸

性化問題は「海水 pHの減少」に起因し、着実に溶

解反応は進行しているので、状況は将来確実に悪

化すると予想され、「海洋酸性化」として、もう一

つの地球環境問題として近年注目をあびている。 
 これは、海洋でよくみられる炭酸塩殻をもつ生
物群に損傷を与えるとともに、5500万年前と同様、
深海底での大量絶滅を引き起こすと危惧される。
本研究では、①水環境の酸性化に伴う生物の応答
を精密飼育実験で明らかにする。②酸性化の生物
起源炭酸塩の微小領域への影響を解析する。③「大
量絶滅海洋酸性化説」を検証する。④中和機能が
ある陸の風化過程を明らかにする。最終的に、地
球表層（大気圏、水圏、生態圏、岩石圏）システ
ム全体の中で、海洋酸性化の位置づけ、 pH を支
配する地球システムと将来の生物圏への影響を明
らかにする。 
 

【研究の方法】 
 本研究の目的の遂行に際し４つの方面より研究

を行う：①生物の海洋酸性化への応答を解析する

ため、環境をコントロールした精密飼育実験（サ

ンゴ、有孔虫、翼足類）を行う。②長尺サンゴコ

アを用いた近過去の pH 変動復元と海洋酸性化が

生物起源炭酸塩の微小領域にどのような影響を与

えるのかを調べるため、ICP-MSレーザーアブレー

ションを用いて微小領域の化学分析を行う。③「大

量絶滅海洋酸性化説」の検証のため白亜紀と P/E

境界での酸性化を復元する。④酸性化を抑制する

陸の働きを明らかにするため、河川、地下水、湧

水などを国内と世界の大河を対象に現代の水循環

を水質の観点より分析・解析する。 

 実験室での飼育実験、微小領域化学分析、現代

の水質フィールド調査、過去の環境復元という３

つを組み合わせて研究を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

【期待される成果と意義】 
  海洋酸性化は、人為起源 CO2が放出されている
限り深刻化する緊急の課題である。2050年には南
極海表層水の一部でアラレ石に不飽和となり、私
のクリオネ（翼足類）の事前酸性化実験では、翼
足類の生息は厳しくなる。翼足類は日本のシロザ
ケの重要な食料で漁業にも影響を与える。私の「大
量絶滅海洋酸性化仮説」では深海底生態系に深刻
な影響を与えると予想している。2012年に発行予
定の IPCC 第 5 次報告書（AR5）への貢献も期待さ
れ、低炭素社会を巡る議論にも海洋酸性化は非常
に合理的な根拠を与えると考えられる。 
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【研究期間と研究経費】 
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